
  

 

 

 

 

例：知は、「知識・技能」、 思 は、「思考・判断・表現」、 態 は「主体的に取り組む態度」 

月 単元名等と配当時数 指導目標 指導内容 観点 評価規準 

４ 音楽の決まりを学ぼ

う① 

校歌を歌えるように

なろう 

 ＜４時間＞ 

「校歌」 

「リズムドリル」 

「音楽の決まり 

（音符）」 

詞の内容や曲想を感じ取り、表現したい思い

や意図をもって歌うことができるようにす

る。 

・歌詞の内容や曲想を感じ取りなが

ら、思いや意図をもって歌わせる。 

旋律 速度 強弱 

小学校で学んだ記号 

全音符 付点二分音符 

二分音符 付点四分音符 

四分音符 付点八分音符 

八分音符 十六分音符 

知 

歌詞の内容や曲想に関心をもち、表現を工夫して主体的に歌

う学習に取り組もうとしている。 

技 
歌詞の内容や曲想を感じ取り、思いや意図をもって表現を工

夫している。 

態 

歌詞の内容との関わりに関心を持ち、音楽活動を楽しみなが

ら主体的に歌唱の活動に取り組もうとしている。 

５ 

 

６ 

音楽の決まりを学ぼ

う② 

「指揮法」 

＜２時間＞ 

「四季」から春第１楽

章 

音楽の特徴に注目し

ながら、情景を思い浮

かべて聴こう  

＜３時間＞ 

・音楽を指揮で表現し、より豊かな音楽表現

につなげる 

・歌唱表現の特徴を感受できるようにする。 

・音楽を形づくっている要素を知覚し、それ

らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受で

きるようにする。 

・要素や構造と曲想との関わりを感じ取って

聴くことができるようにする。 

・音楽を形づくっている要素（音色、

旋律など）の働きを知覚させ、それ

らの働きが生み出す特質や雰囲気

を感受させる。 

・解釈したり、価値を考えたりして、

音楽のよさや美しさを味わわせ、言

葉で説明させる。 

音色 テクスチュア 旋律 

形式  

知 

曲想と音楽の構造との関わりについて理解している。 

思 

①要素を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感

受している。 

②曲や演奏に対して根拠をもって自分なりに考え、音楽の良

さや美しさを味わって聴いている。 

７ 

 

楽曲に応じた発声で

混声３部合唱をして

みよう 

＜３時間＞ 

「課題曲」 

・楽器の音色や響きと奏法との関わりについ

て理解するとともに、それらを生かした器

楽表現を創意工夫して演奏する。 

・我が国に伝わる伝統的な音楽の曲想

や構造について理解し、演奏させ

る。 

音色 リズム 旋律 

知 
音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりについて

理解している。 

表 

楽器の特徴や基本的な奏法を理解し、どのように演奏するか

考え、思いや意図をもっている。 

9 

 

10 

楽曲に応じた発声で

混声三部合唱をして

みよう 

＜１1 時間＞ 

「課題曲」 

「自由曲」 

 

箏の基本的な奏法を

身に付けよう 

＜４時間＞ 

「荒城の月（演奏）」 

・歌詞の内容や曲想を感じ取り、表現したい

思いや意図をもって歌うことができるよう

にする。 

・曲種に応じた発声により、言葉の特性を生

かして歌うことができるようにする。 

・声部の役割や全体の響きを感じ取り、表現

を工夫しながら合わせて歌うことができる

ようにする。 

・歌詞の内容や曲想を感じ取りながら

思いや意図をもって歌わせる。 

・声部の役割を知覚させ、全体の響き

を感じ取りながら歌わせる。 

音色 速度 旋律 

 テクスチュア  強弱 構成 

和音 rit. a tempo  pp  ff 

技 

創意⼯夫を⽣かし，全体の響きや各声部の⾳などを聴きなが

ら他者と合わせて演奏する技能を身に付け，歌唱で表してい

る。 

思 

音色，旋律，テクスチュア，強弱を知覚し，それらの働きが

生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受

したこととの関わりについて考え，どのように歌うかについ

て思いや意図をもっている。 

態 

曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心をもち，音

楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取

り組もうとしている。 

11  

音楽を文章で表現し

よう 

＜５時間＞ 

 

・楽曲の雰囲気や味わいを支えている音楽の

諸要素を知覚する。 

 

・映画音楽や効果音などの音楽表現に

関心をもち、音楽を性格づける原因

を探らせる。 

・自己のイメージを膨らませながら、

音素材を探らせ、音楽を形作る諸要

素を知る。 

音色 旋律  構成 

知 

曲想と音楽の構造との関わりについて理解している。 

思 

表現したいイメージを知り、音素材を知覚し、表現の工夫を

見つける。 

12 曲想と音楽の特徴と

の関わりを感じ取っ

て聴こう 

＜３時間＞ 

「魔王」 

・曲想と音楽の構造との関わりについて理解

するとともに、曲や演奏に対する考えを根拠

をもって自分で考え、表現する。 

・曲想と音楽の特徴との関わりを感じ

取るとともに、歌詞をよく読み、情景

を想像しながら鑑賞する。 

音色 旋律 強弱 

知 曲想と音楽の構造との関わりについて理解している。 

思 

音色、旋律、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関

わりについて考えている。 

態 

曲想と音楽の構造との関わりに関心を持ち、音楽表現を楽し

みながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとし

ている。 
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3 

箏の音色を聴き、表現

の特徴をとらえよう 

＜４時間＞ 

「六段の調べ」 

「リズムドリル」 

・我が国の音楽の特徴をその背景となる文

化・歴史と関連付けて聞くことができるよ

うにする。 

 

・我が国の音楽の特徴をその背景とな

る文化・歴史と関連付けて聞くことが

できるようにする 

音色 速度 旋律 間 序破急 

知 

音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりについて

理解している。 

思 

音色、速度、旋律、構成を知覚し、それらの働きが生み出す

性質や雰囲気を感受しながら、知覚したこととの関わりにつ

いて考える。 

態 

音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりに関心を

持ち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に鑑賞の学

習に取り組もうとしている。 

感謝の気持ちを合唱

で届けよう 

＜６時間＞ 

卒業式で歌う曲 

君が代 など 

・歌詞の内容や曲想を感じ取り、表現したい

思いや意図をもって歌うことができるよう

にする。 

・曲種に応じた発声により、言葉の特性を生

かして歌うことができるようにする。 

・声部の役割や全体の響きを感じ取り、表現

を工夫しながら合わせて歌うことができる

ようにする。 

・歌詞の内容や曲想を感じ取りながら

思いや意図をもって歌わせる。 

・曲種に応じた発声や言葉の特性を感

じ取りながら歌わせる。 

・声部の役割を知覚させ、全体の響き

を感じ取りながら歌わせる。 

音色 速度 旋律 強弱 

技 

創意工夫を生かした表現で歌うために必要な姿勢・発声を身

に付け、全体の響きや各声部の声などを聴きながら、他者と

合わせて歌唱している。 

態 

曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心をもち，音

楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取

り組もうとしている。 

 

 

 

音楽科 教科目標 
表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 


